
 
 
 

平成２８・２９年度 中野区教育委員会「学校教育向上事業」研究指定校 

中野区立 緑 野 中学校・ 北 原 小学校・ 緑 野 小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会の変化は加速度を増し、未来社会は複雑で予測困難となってきています。予測でき 

ない変化や課題に受け身で対処するのではなく、「主体的」に向き合い、多様な他者と共に 

関わり合い「対話的」に解決して、新しいコトやモノを創造していくことが求められてい 

ます。 
 

キャリア教育で育成を目指す「基礎的・汎用的能力」を統合的に捉え、次期学習指導要 

領の目指す 3 つの「資質・能力」とリンクさせることで、これからの未来社会をたくまし 

く生き抜く「資質・能力」を明確にして、保幼小中が連携した「新しい学び」の創造に取 

り組んできました。 
 

具体的な手法として 

〇 主体的に学び、情報を活用して「考える授業」を展開する  

「ＩＣＴ・学校図書館活用型授業」 

〇 対話して課題を解決するための「議論する授業」を展開する 

「話し合い・協議型授業」 

〇 専門分野のスペシャリストによる授業を展開する 

       「外部人材活用型授業」 

 

   このような授業を組合せ、「主体的・対話的で深い学び」いわゆるアクティブ・ラーニ 

ングの視点から授業を見直し、未来社会を見据えた「未来の学び」を開発してきました。 
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※ 枠内の学級は、１月１９日（金）の公開授業。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これまでの読書活動のための活動に加え、「調べ学習」や新聞を活用した授業など、様々な授業で活用する

ことによって、主体的・対話的で深い学びを実現し「未来の学び」の基礎を創造していきます。 

【読書センター】 

   子ども達の想像力を培い、学習に対する興味・関心等を 

呼び起こし、豊かな心や人間性、教養、創造力等を育む 

自由な読書活動や読書指導の場 

【学習センター】 

   子ども達の自発的・主体的・協働的な学習活動を支援し 

たり、授業の内容を豊かにして理解を深めたりする場 

【情報センター】 

   子ども達や教職員の情報ニーズに対応したり、情報の収 

集・選択・活用能力を育成したりする場 

基礎的・汎用的能力 

ICT・学校図書館活用型授業 

（情報を活用し、主体的に学び 

「考える授業」） 

協議型授業 

（ペアやグループで対話する 

「議論する授業」） 

外部人材活用型授業 

（小中連携等による専門分野の 

スペシャリストによる授業） 

人間関係形成 
社会形成能力 

多様な他者の考えや立場を理解し、相手の意見を聴い

て自分の考えを正確に伝えることができるとともに、自

分の置かれている状況を受け止め、役割を果たしつつ他

者と協力・協働して社会に参画し、今後の社会を積極的

に形成することができる力 

他者の個性を理解する力、他

者に働きかける力、コミュニ

ケーション・スキル、チーム

ワーク、リーダーシップ、コ

ラボレーション・スキルなど 

 

 

 

 

北原小学校６年２組（外国語） 緑野小学校 3 年 1 組（理科） 

自己理解能力 
自己管理能力 

自分が「できること」「意義を感じること」「したいこ

と」について、社会との相互関係を保ちつつ、今後の自

分自身の可能性を含めた肯定的な理解に基づき主体的に

行動すると同時に、自らの思考や感情を律し、かつ、今

後の成長のために進んで学ぼうとする力 

自己の役割の理解、前向きに

考える力、自己の動機付け、

忍耐力、ストレスマネジメン

ト、主体的行動など 

 

 

 

 

 

緑野小学校 1 年１・２・３組（国語）  

課題対応能力 
仕事をする上での様々な課題を発見・分析し、適切な

計画を立ててその課題を処理し、解決することができる

力 

情報の理解・選択・処理等、

本質の理解、原因の追究、課

題発見、計画立案、実行力、

評価・改善など 

緑野中学校 1 年Ａ組（数学） 

緑野中学校 1 年 C 組（理科） 

緑野小学校 2 年１・２・３組（国語） 

緑野小学校 3 年 2 組（社会） 

 

緑野中学校１年 B 組（音楽） 

緑野中学校１年 C 組（理科） 

緑野小学校 3 年 3 組（算数） 

緑野小学校 5 年 1 組（音楽・国語） 

 

緑野小学校 4 年１・2 組 

 （社会・総合的な学習の時間） 

緑野小学校 5 年２組（社会） 

キャリアプランニング
能力 

「働くこと」を担う意義を理解し、自らが果たすべき

様々な立場や役割との関連を踏まえて「働くこと」を位

置付け、多様な生き方に関する様々な情報を適切に取捨

選択・活用しながら、自ら主体的に判断してキャリアを

形成していく力 

学ぶこと・働くことの意義や

役割の理解、多様性の理解、

将来設計、選択、行動と改善

など 

北原小学校６年１組（社会） 

 

 

 

 

 緑野小学校６年１・2 組 

 （総合的な学習の時間） 

 

スマートフォンやタブレット PC など情報機器の使いやすさが向上して、子ども達が情報を活用し
たり発信したりする機会が増大しています。AＩやＩｏＴなどの情報技術は今後も飛躍的に進展し、常
に新たなテクノロジーが生まれ、人々のあらゆる活動によって「ビッグデータ」が生み出され蓄積さ
れていく社会になってきました。 

あらゆる活動において、情報を適切に選択・活用していくことが不可欠な社会。そうした社会にお
いて、情報を的確に捉え、何が重要かを主体的に考え、見いだした情報を活用しながら他者と協調し、
新たな価値の創造に挑んでいけるようにするため、情報活用能力（情報モラルを含む）の育成に向け
た「未来の学び」を創造していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子ども達同士、教職員や地域住民・外部人材、先哲の考え方を手掛かりに考えたこと等の 
「協議」を通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」を実現することで「未来の学び」
を創造していきます。 

 子ども達を取り巻く環境等を踏まえ、生命の有限性や自然の大切さ、主体的に挑戦してみるこ
とや多様な他者と協働することの重要性などを実感しながら、理解することができるように「本
物」を体験することが重視されています。 
 地域・家庭・社会と連携・協働して、外部人材を積極的に導入して「本物」の体験活動の機会
を確保していくことで「未来の学び」を創造します。 

教育課程を徹底的に社会に開くことにより、地域や家庭、そして学校（保育所・幼稚園） 

が協働（コラボレーション）して、「未来の学び」の実践を進めていきます。 

 
 

保幼小連携（校庭での遊び） 小中連携（教科指導以外の学校行事や様々な活動での連携） 

小学校と中学校の教員による協働した指導（乗り入れ指導） 

外部の有識者による指導（企業・大学等との連携指導） 


